
１ マーケティング 

～顧客の志向を知るためのマーケティング事業 

(1)目的

○マーケティングがベースとなる観光施策

カスタマーのニーズに基づいて、データによる効果検証を行いながら観光施
策を実施するため、マーケティングの戦略的活用を促進する。
○県域での自発的マーケティングの仕組みづくり

市町等パートナーのデータ活用やマーケティングに基づく施策実施を支援
することで、県域における観光振興施策の効果を高める。

(2)実施内容

①観光大使の更なる拡大と活躍の機会の創造
観光大使の更なる拡大に向けた取組実施と大使のエンゲージメント向上に

向けた活躍の場や交流の場を形成。 
②県域の CRM プラットフォームの開発と運用

県域の民間事業者を含むパートナーにも活用可能な CRM プラットフォー
ムの構築と運用を実施。
③DMP によるデータの収集・可視化・共有・活用

HP「Dive! Hiroshima」の活用促進等による観光の基礎データの収集や HP
上での可視化を実施した。また、パートナーとのマーケティング勉強会等を通
じて、データ活用やマーケティングに基づく施策に浸透に向けた取組を継続。 
④インバウンド向けデジタルマーケティングを通じたデータ収集とナレッジ
化

ターゲット市場に対して、市場の特性に応じた手法やターゲットを設定した
デジタルマーケティングを実施することで、データの蓄積と共有を実施。 

(3)主な成果

①観光大使の更なる拡大と活躍の機会の創造
観光地広島を盛り上げる仲間を増やすため，毎週のメールマガジンの発行や，
HP，ポスター，チラシ等による呼びかけ，イベントを通じた大使勧誘を行
った。また観光大使のエンゲージメントの向上に向けて、ワークショップや
表彰式など，観光大使同士の交流場づくりを行なった。

≪実績≫(R5.3.31 時点)
大使登録人数：約 1 万４千人/目標３万人 
Instagram 投稿数：8.8 万件（「＃HIT ひろしま観光大使」の付いた投稿数） 
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②県域の CRMプラットフォームの開発と運用
R3 年度から引き続きシステムの検討/開発を行い，8 月に廿日市市及び観光
大使協力のもと，宮島でのテストマーケティングを実施。その結果を踏まえ，
R5 年 3 月 24 日にユーザー向けの基礎的な機能をサービス開始。（ひろしま
観光アプリ「KINSAI」）

③DMPによるデータの収集・可視化・共有・活用
データ収集方法を見直し，デジタル手法によるデータ収集の体制構築及び分
析手法を検討し，タイムリーに人流状況を把握できるようになったほか，オ
ープンデータや広島に興味を持つ層のデータなどを可視化し，ひろしま公式
観光サイト「Dive！Hiroshima」で公開している。
また，市町や観光事業者を対象に，収集データの活用等に向けた勉強会を毎
月開催し，データの共有やマーケティング事例の共有などを行なった。

④インバウンド向けデジタルマーケティングを通じたデータ収集とナレッジ化
訪日リピート率が高い台湾・香港や来訪意欲が高い中国市場を対象に、各市
場の特性に応じた手法やターゲットを設定し、デジタルマーケティングを活
用したデジタルプロモーション（Facebook コミュニティの開設運営、動画
配信、SNS 広告等）を実施し、データの直接と HIT ひろしま観光大使の獲
得につなげた。 

（4）Ｒ５年度に向けた主な課題

○ これまでは情報発信や傾向分析を中心に実施してきたが，R4 年６月のイ
ンバウンド受入規制撤廃を受け，実誘客に向けた取組や観光大使を活用し
たインバウンド向け CRM の取組につなげる必要がある。

○ CRM アプリ（KINSAI）のユーザーや参画パートナーを増やすには，高い
サービス価値提供が必要。まずはユーザーの獲得，次に参画パートナー向け
の機能追加と，段階的かつ着実にサービスを拡充していく必要がある。
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２ ブランド価値の向上に繋がる魅力づくり 

～自発的なプロダクト開発に向けた仕組みづくり 

(1)目的

広島でしか体験できない多様な価値の提供によるリピータブルな観光地
の実現に向けて，プロダクトの企画段階からカスタマーの意見を反映させる
仕組みを構築し、顧客志向のプロダクトを数多く開発するとともに、アドバ
イザーの支援等により、販売チャネルの整理や流通まで見据えた自走化する
仕組みを構築する。

(2)実施内容

①観光プロダクト開発プラットフォーム形成事業
○ R３年度に構築したプロダクト開発に向けたプラットフォーム
(HYPP）の機能強化や参加事業者の充実を図り、事業者間連携等による新
たなプロダクト開発を促進。
○ 県内を５つのエリアに分け、各エリアで商工会議所や事業者等とネッ
トワークを有するパートナー事業者と連携し開発意欲のある事業者の参画
を働きかけた。
○ 事業者の新たな取り組みを②の補助金で後押しするとともに、アドバ
イザーによる企画案の段階から開発完了に至るまで伴走型支援によりプロ
ダクトの魅力向上を図った。

②観光プロダクト開発促進補助金
○ ①で創出されたアイデア等の具現化のため、事業者等にプロダクト開
発に要する補助金を交付。

○ アドバイザーによる事前相談を設定し、マーケットインの発想に基づ
きプロダクトの企画段階からカスタマー（観光大使等）の意見、評価を開
発に反映させることで、マーケティングの視点を組み込んだ魅力ある企画
提案に繋げた。

③高付加価値プロダクト早期創出事業
○ 宿泊客増加に向けた夜間の観光プロダクトの充実強化、富裕層をター
ゲットとした高品質のプロダクト開発、広島ならではの自然・平和・伝統
文化・食等の資源への新たな視点注入による質の高いプロダクトを HIT 主
導で早期に実施した。
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(3)主な成果

○ 幅広い事業者が観光に携わり、異業種連携等による新たな観光プロダクト
の開発を支援するプラットフォーム（HYPP）を運営し、事業者の観光プロダ
クトの磨き上げや、参加者同士の連携により新たな観光プロダクトの開発等
につながるセミナー、ワークショップの開催、アドバイザーによる支援等を実
施した。

また、新しい魅力ある観光プロダクトの造成につながるアイデア等につい
ては、その具現化を促すための補助金を交付し、新たなプロダクトの開発に至
った。 

○ 広島県が有する歴史、文化、自然、食、アクテイビティなどのテーマを設定
し、広島ならではの文化や観光資源を活用した質の高いプロダクトを開発し
た。

(4) Ｒ５年度に向けた主な課題

○ HYPP については、魅力的なプロダクト開発に向けて，各事業者がどの位
置にいるのか，レベルを明らかにするための判断基準，運用方法の確立が課
題である。

○ ターゲットが明確で顧客視点の魅力的な（マーケットイン）プロダクト企画
を有する事業者が少なく、事業者のプロダクト開発能力を向上させる仕組み
が不十分。

○ テーマ別のプロダクトについては、開発したプロダクトをストーリーでつな
げて，ルートとして紹介，販売する必要がある。

○ 開発したプロダクトの流通・販売に向けた取組が不十分。

≪実績≫（Ｒ5.3.31 時点）
・HYPP 参加者：約 800 名

（観光協会、旅行会社、ホテル、土産物店などの観光関連事業者に加え、農業、
酪農業、食品加工会社、酒造メーカー、伝統工芸品製造会社等） 

・補助金申請件数：30 件、採択件数：15 件

≪実績≫（Ｒ5.3.31 時点）

ナイトタイムエコノミー1，富裕層 5，平和 3，食 31，サイクリング 13，神楽 5，
DW１，HYPP251（補助金 27，インバウンド 21，アドバイス 200，宝物セミナー
3，コラボ 3）

計 310 件
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（参考） 

令和４年度観光プロダクト開発促進補助金採択一覧 

No 採択事業者名 住所 観光プロダクトの名称／内容 

1 瀬戸内隠れ家リ

ゾート   

尾道市 瀬戸内美食倶楽部～瀬戸内の文化や生活を体験できる地元グルメ集団

の料理体験ツアー～  

食材を現地で釣り上げ、時期に合わせたオリジナル調理方法で食べる

ガイド付き体験ツアー（狩漁体験×料理体験）。狩漁技術と料理技術

を評価する「瀬戸内美食検定」や「魚釣り大会」「料理大会」などを

実施する。  

2 NPO 法人湯来観

光地域づくり公

社  

広島市 湯来ナイトアドベンチャー  

国の特別天然記念物で夜行性のオオサンショウウオの生態調査に同行

し、夜の川を冒険するツアー。地元の食や温泉、サウナなどのアクテ

ィビティも組み合わせ、地元旅館の宿泊も伴う形でツアーを実施す

る。  

3 公益社団法人福

山観光コンベン

ション協会

福山市 福山ナイトキャッスル事業  

「夜のお城」「演劇型観光モデル（大河の世界観を実現）」という、

PR・ 集客力が高い要素を組み込んだ体験。初代藩主である水野勝成

を演じる役者が、従兄である徳川家康と共に、福山城の（当時の）戦

略的重要性や、水野勝成自身の逸話を演劇で紹介する。  

4 広島テレビ放送

株式会社  

広島市 職業体験型平和学習プロラム ｢60 秒で伝える hiroshima（仮）｣ 

テレビ局の職業体験として VTR 制作をする中で、平和について考え･

伝えるという新たなプログラム。調べる･作る･伝えるという能動的な

体験学習をすることで、｢平和への意識を次世代へどう引き継ぐか｣へ

繋げる。  

5 広島アドベンチ

ャーツーリズム

協議会  

広島市 広島人の DNA を、火・水をキーワードに、戦前から続く企業の挑戦

や、アクティビティを通じて紐解く、アドベンチャーツアー  

神は火水（かみ）なり。神道の古い文献に、そう記されています。 

相反する火と水が、ありとあらゆる生命を育んでいるということで

す。 その人間の根源とも言える火・水をテーマに、広島人の DNA を

辿るツアー。  

本ツアーでは、火と水に関連するアクティビティや出会いを通じて、

広島人の生き様と平和への想いを体感し、自己変容へ誘う。  

6 株式会社 mint 広島市 ヨバシリ ～夜走り～

『夜景』をテーマに広島市内を電動キックボードタイプの E バイク

で巡るガイド帯同のナイトツアー。 広島市内にはクローズアップさ

れていない美しい夜の景色が楽しめるスポットが数多くあり、それら

を E バイクならではの機動力で周遊する。  
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No 採択事業者名 住所 観光プロダクトの名称／内容 

7 一般社団法人神

石高原町観光協

会   

神石高原町 JIN-SHIKI-SAUNA ～神石高原町でとろけこむ体験 ～  

神石高原町の四季（自然）、食、人等とテントサウナをマリアージュ

させ、神石高原町ならではのサウナ体験を通して、神石高原町にとろ

けこみ、繋がりを感じるツアー。春は薬草・山菜、夏は滝、秋は雲

海、冬は雪景色など、四季それぞれのテーマ性を持った神石高原なら

ではのサウナプランを展開する。  

8 因島商工会議

所   

尾道市 『日本遺産 甦る因島村上海賊 島旅』～村上海賊の島を丸ごと楽し

むアドベンチャーツーリズム～  

戦乱荒れ狂う瀬戸内の海の平和を守り、日本一の海賊大将軍として勇

名を馳せた将軍と姫･ファミリーに扮し、因島村上海賊ゆかりの大山

神社で、「人生開運勝利祈願」「門出（かどで）出陣式」を行うアド

ベンチャー＆サスティナブルツーリズム。  

9 株式会社総合セ

ンター 

呉市 呉・AR 艦艇めぐり～その歴史を探る旅～  

終戦時呉湾周辺の帝国艦艇の場所をチャーター船等で巡り、GPS によ

る位置情報から AR で艦艇を蘇らせる。現地に行き現代の街並みを望

みながら当時の時代背景を学び、 平和について考える旅を実現す

る。  

10 株式会社ディス

カバーリンクせ

とうち 

尾道市 日本初！ものづくりキャンプライド体験  

生産者を自転車で巡り、自らの手でキャンプギアを作り、そのギアを

使いキャンプを行うツアーを企画。これまで市場にはなかった、日本

発のキャンプライド（自転車移動体験＋キャンプ）そして福山の 特

性を生かした、オンリーワンのギアサポート体験を掛け合わせること

で、尾道・備後エリアに、 新しいキャンプ体験を造成し、新しい需

要を創出する。  

11 瀬戸内いとなみ

舎合同会社 

江田島市 ～PEACE&WISDOM～『恵み多き島』えたじまにきんさいや 搾りたての

オリーブオイルの味、知らんじゃろ！？

オリーブの収獲体験やマイオイル作りをツアー化し、オリーブを通し

てより多くの方に島を知ってもらい、訪れてもらう。産地だからこそ

味わえる搾りたてオリーブオイルをテイスティングし、その味の違い

と豊かさを楽しみながら学ぶ。  

また収穫時にはオリーブ栽培に取り組む島の人たちにも協力してもら

い、島民と県内外からのお客様とのふれあいの場をつくる。島に行く

イコール島の人に会いに行くを目指す。
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No 採択事業者名 住所 観光プロダクトの名称／内容 

12 瀬戸内醸造所株

式会社  

三原市 「国内初！地域支援型農業（CSA）をベースとした地域のファンづく

りツアー」  

耕作放棄地を利用したぶどう畑の苗木オーナーを募集し、農作業、ワ

イン醸造などを体験できるツアーを実施するファンづくり×観光プロ

ジェクト。ワインの苗木オーナー制度を活用し（CSA）、普段できな

いワインづくりための農作業から醸造作業までを１年を通して体験で

きるツアーを、「プレミアム（10 口以上）」「オーナー限定（1 口以

上）」「一般（非オーナーも可）」と、ワイン好きのレベルに応じた

３段階で用意する。ワイナリーでの醸造体験は国内でも初の試み。  

13 有限会社いっと

く   

尾道市 日本初！ 尾道・新開エリアを舞台としたバルホッピング型マーダー

ミステリー

尾道随一の歓楽街「新開」を舞台にした、既存のバルホッピングには

ない唯一無二のバルホッピング型マダミスです。かつて栄華を誇った

港町の飲屋街で、観光で訪れたら間違いなく出会うことのないであろ

うディープなお店巡りが魅力。レトロな街並みが残る尾道の世界に没

入し、シナリオが進むにつれ、参加者は自然と尾道の虜となっていく

ことでしょう。  

14 株式会社たびま

ちゲート広島   

広島市 『牡蠣食う研／広島の牡蠣と地酒と郷土料理を堪能する着地型（訪日

インバウンド 牡蠣三昧ツアー』

広島県が以前より取り組んでいた広島牡蠣のプロモーション事業「牡

蠣食う研」ブランドの旅行商品化事業として、「広島の牡蠣・酒・農

産物」を一度に味わえる旅行商品を設計し、海外 の富裕層顧客（訪

日インバウンド観光客）を対象にした高付加価値ツアーとして、県内

牡蠣生産者および地域事業者と連携した運営体制を構築し、高付加価

値旅行商品に見合った販路構築を行います。  

15 株式会社みづま

工房   

広島市 

［呉市］ 

～朝焼けに染まる瀬戸内海・多島美景観～「せとうち熱気球係留飛行

搭乗体験」  

瀬戸内海の多島美景観を望む空中遊覧「熱気球係留飛行搭乗体験」を

リゾートホテル「グリーンピアせとうち」（呉市安浦町三津口）で行

います。熱気球のゴンドラが地上 20m～30m の高さまで 上昇、瀬戸

内海の景観を見渡すことができます。 早朝の時間帯に行うことで、

宿泊客増と滞在時間の延長、周辺観光地（安芸灘とびしま海道周辺、 

呉市内中心部観光スポット）への周遊を促し、新型コロナで落ち込ん

だ観光需要の回復を図ります。  

採択事業者の住所と観光プロダクトの実施場所が異なるときは、住所欄に括弧書きで実施場所を記載 
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３ 誰もが快適かつ安心して楽しめる受入環境整備 

 ～当たり前品質確保に向けた仕組みづくり 

(1)目的

○ マーケティングデータに基づいた、受入環境の「当たり前品質」の向上を
図る。

○ 観光客に「心地よさ」を提供する受入環境整備に向けたパートナーの自主
的な取り組みにつながる仕組みを構築する。

○ 観光大使を対象とした受入機運の醸成に向けた行動変容への取組を実施
する。

(2)実施内容

①心地よい受入環境の整備
カスタマーが求める受入環境の基礎となる「当たり前品質」の確保に向け、
観光客の不満、クレームなどの解消をするため、観光客のニーズが高い
・全ての観光客がストレスなく楽しめたと感じるための、受入環境の様々な
情報を一元的に集約。

・駐車までの所要時間の最短化を目指した、円滑な駐車誘導システム構築に
向けた実証実験を実施。

②受入環境の質の向上に向けた取組
観光事業者等の自発的な取組の仕組み化に向けた取組を実施
・ Google ビジネスプロフィールの口コミ分析の活用支援（「マーケティン
グ」の取組と連携）や連携の場（同じ課題を持つパートナーの課題共有の
ためのワークショップの開催等）を創出し、改善意欲のある観光事業者に
よる自主的な取組を支援。

・地域通訳案内士のスキル向上や案内士同士の繋がる機会を確保する取組
を実施。

・観光大使を対象とした小中高校生を対象とした受入機運の醸成。（「広島フ
ァンの増加」の取組と連携）
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(3)主な成果

①受入環境整備
・インバウンド観光誘客環境整備事業を活用し，広島サミットの開催やサミッ
トを契機に回復が見込まれるインバウンド需要を見据え，観光客の不満やス
トレスを解消するためのデジタル化対策，省エネ対策などの受入環境整備に
ついて，支援を開始した。
・ストレスフリーな受入環境とするため、Google ビジネスプロフィール（GBP）
を活用した施設情報の公開や円滑な駐車場への誘導にむけけた駐車場満空情
報の取得が可能となる仕組みの一部を構築した。

②受入の質向上
○ 外国人観光客に満足度の高い旅を楽しんでもらうため、質の高い通訳ガイ
ドを行える人材である「広島県地域通訳案内士育成研修」の実施により、28 名
育成した。
また，インバウンド需要の回復を見据え，20 名の通訳案内士へのフォロー

アップ研修を実施し，実践的なガイドスキルの習得とともに，HYPP への参
加を促し，観光関連事業者と通訳案内士との連携を開始した。

○ 観光事業者が自発的に観光客のニーズに基づく改善への取組を実施する仕
組みの構築に向け，希望する 110 事業者と，GBP を活用したクチコミ評価等
を踏まえた観光客の不満・ストレスの解消に向けた活動を実施した。

○ 子供を含む県民に観光に対する興味や理解を促進し、観光客を受け入れる
機運を醸成するとともに、HIT ひろしま観光大使とのエンゲージメントを高
める取り組みとして、県内観光事業者とタイアップし、観光教室を開催した。

(4)Ｒ５年度に向けた主な課題

○ 観光客がストレスなく楽しめ，心地よさを提供できる受入環境整備を推進
するため，整備レベルの目標を定めることが必要。

○ インバウンド需要の回復を見据え，未対応となっているインバウンドへの
情報提供などの受入環境の整備が急務となっている。

○ 将来にわたって心地よい受入環境の提供が可能となる機運の醸成が必要。
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４ 広島ファンの増加 

～リピーター獲得のためのエンゲージメント向上 

(1)目的

プロダクト情報や安全・安心情報といった広島の観光情報を，マーケティ
ングデータの活用により的確に届けることにより早期の観光客数回復を図
るとともに，ファンやパートナーによる自主的な情報発信の強化により，カ
スタマーのエンゲージメントを高めリピーターを獲得する。

(2)実施内容

①ファン・仲間を増やす（共感）
○ カスタマーの共感を得、大使やパートナーのエンゲージメントを高め、
広島ファンを拡大するためのコミュニケーション企画を実施。

②プロモーション（情報発信・直接誘客）
○ 広島の魅力的なプロダクトを、マーケティングデータを活用することに

よりターゲットに応じた効果的な媒体（Web、SNS、動画、専門雑誌等）で情
報発信できるよう、市町やパートナーと連携。 

③インバウンド
○ インバウンドの早期回復に向けて、広島の認知向上のため、現地旅行博
等の出展や、海外旅行会社やメディア等の視察受け入れなどを行うととも
に、需要回復が見込まれる東アジアやゴールデンルート延伸による欧米豪を
ターゲットとした戦略的プロモーションを、京都市 DMO などの他エリアと
の連携や現地メディア等とのリレーションづくりにより実施。
○ また、国内外から大きな注目を集める G7 広島サミットに向けて、広島
の新しい魅力を発掘し、観光地・広島としての認知を高め、今後の誘客促進
につなげるための取組を実施。 

(3)主な成果

①ファン・仲間を増やす（共感）
○ カスタマーのエンゲージメントを高め広島ファンを拡大するためのコミュ
ニケーションを実施

・「やっぱ、広島じゃ。」Twitter キャンペーン 
コロナ禍における旅の本能的な楽しさや広島の魅力を動画やポスターによ

り伝え、カスタマーの共感を生み広島ファンの獲得につなげる。 
・ワーケーションを通じた魅力発信
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ワーケーション（＝⾧期滞在）を通じて広島の食や景色・文化等を体験し、
新たな魅力に触れることで、広島のファンになってもらう。また、再度の来訪
へつなげる。 等 

②プロモーション（情報発信・直接誘客）
○ （再掲）メルマガや観光大使向けイベント・交流会等を通じて、R４年度末

までに約１万４千人の観光大使に登録してもらうことができた。
○ SNS 投稿キャンペーンを通じて、カスタマーが自ら情報発信することを促

進した。

○ 観光客ニーズやコロナ感染状況に応じて、新たに開発されたプロダクトや
安全安心情報などをオウンドメディアやマスメディア、広告等を活用して情
報発信を行うことにより、一定の認知度向上につなげた。

○ 体験プロダクトをメインに周遊情報を発信。体験意欲を喚起させるため、各
プロダクトのターゲットに合わせた旅行記風の記事を作成し紹介。

③インバウンド
○ 国内外から大きな注目を集めるサミットに向けて、多様な魅力を発信し「観

光地広島」への認知度・関心度を高めた。
○ コロナ禍で途切れた海外旅行代理店とのリレーション再構築と広島の観光

商材の販売促進を行った。

≪実績≫
インスタグラムフォロワー数：3.0 万人 R5.3.31 時点

７

≪実績≫
TW 上の反応：フォロワー数 2,000 人以上増加、「＃やっぱ広島じゃ」Twitter トレンド

入り、投稿へのいいね数 5,000 以上） 
 

≪実績≫
オウンドメディア PV 数：6,522,486、UU：1,645,442 ※R5.3.31 時点

≪実績≫
「＃新しい非日常」への記事掲載５件

≪実績≫
広島サミット開催に向け県民会議と連携し，本県の多様な魅力の発信 
・外務省や海外のプレス向けのクリエイティブ（動画・写真）制作

動画は４つのテーマで制作 
「Hiroshima Introduction」「Island Hopping」「Carp Story」「Kendama」 

・海外の観光関係メディア等に対する視察ツアー等の実施（R５年３月）
G7 対象国の在外有力メディア 10 社（VOGUE、CNN Travel、JAPAN 
DIGEST 等）と現地 JNTO 職員を招へいし県内を視察。 
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○ コロナ禍で途切れた海外旅行代理店とのリレーション再構築と広島の観
光商材の販売促進を行った。

(4)Ｒ５年度に向けた主な課題

○ 県内周遊による滞在時間の延長、リピーターの獲得に向け、カスタマーニー
ズに合わせた情報発信のため、時期やターゲットに応じた情報を収集し発信
するための編集機能の定着、強化が必要。

〇 ペイドメディアを縮小し、アーンドメディア・オウンドメディアでの情報発
信にシフトさせるためには、外部メディア等との連携が重要で、関係性のさら
なる強化が必要。 

〇 また、オウンドメディア（HP）においては、ＰV 数は前年度並みに回復し
てきているものの、ユーザー数が少なく、情報を十分に届けられていない状態
であるため、コンテンツの充実を図るなど自社媒体としての機能強化、及び
SEO 対策の強化が必要。 

○ プロモーションの自走化に向けて、観光大使の拡大及び連携が必要であり、
観光大使を活用した情報発信について、検討が必要。また、共感醸成による広
島ファンの更なる獲得及び観光大使との連携強化が必要。

○ インバウンドにおいては、特にアジア市場について，従来は広島国際空港と
連携した取組が中心であり，また，広島県単独での取組が多く，効果が限定的
であったことに加え，有料広告の実施など一方的な情報発信に留まっている
といった課題がる。
また、欧米豪においては，アジアに比べ本県への訪問率は高いものの，京都

などゴールデンルートからの誘客が不十分であったという課題がある。 
更に，コロナ禍において，海外旅行会社やメディアとの関係が希薄化してお

り，関係性の再構築が必要。 

≪実績≫
・京都市観光協会（DMO KYOTO）との連携： LTM カンヌ共同出展（R4.12 月） 
・せとうち DMO との連携： 豪州 JNTO 主催商談会「Japan Road Show」への出
展（R5.２月）
・HIAPとの連携： 台湾の直行便（チャイナエアライン）が連携する海外旅行代理
店向けのファムツアーを実施（R5.3 月）
・福岡国際空港との連携： 福岡空港に就航するエアラインのリレーション先であ
る中国の旅行会社向けオンラインセミナー開催（R5.３月）
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５ 観光誘客促進 

～広島ファン増加のための広島県観光誘客促進事業 

(1)目的

新型コロナウィルス感染症の感染拡大により、厳しい経営環境にある宿泊
事業者や旅行業者等への支援や落ち込んだ観光需要の早期回復のため、観光
に対する「安全・安心」を確保しつつ、広島県内への誘客を促進する。 

(2)実施内容

①「やっぱ広島じゃ割（地域観光支援分）」の実施

②「やっぱ広島じゃ割（全国旅行支援割）」の実施

(3)主な成果

○ 観光誘客促進事業「やっぱ広島じゃ割」地域観光支援分及び全国旅行支援割
を実施し、延べ約 239 万人に利用していただいた。

(4)その他

○ 全国旅行支援割は、令和 5 年 6 月 30 日(金)まで延長して実施。
（対象外期間：令和 5 年 4 月 29 日(土)～5 月 24 日(水)）

事 業 期 間 令和４年４月１日（金）～１０月１０日（月・祝） 

誘 客 対 象 広島県民，中国四国各県民（６月１日～） 
割 引 上 限 宿泊・旅行代金の５０％（上限５千円／人） 

地域クーポン 当事業の割引プランの利用者に対して，当事業に参画する県内の 
店舗で利用できる地域クーポン（上限２千円／人）を発行 

利 用 条 件 ワクチン３回接種済証や PCR 検査等の陰性確認により実施

事 業 期 間 令和４年１０月１１日（火）～
令和４年１２月２７日（火） 

令和５年１月 10 日（火）～
令和５年３月 31 日（金） 

誘 客 対 象 全 国 

割 引 上 限 
旅行代金・宿泊料金の４０％
・交通付旅行商品  

上限 ８千円／人泊 
・上記以外上限 ５千円／人

旅行代金・宿泊料金の２０％
・交通付旅行商品  

上限 5 千円／人泊 
・上記以外上限 3 千円／人

地 域 
ク ー ポ ン

当事業の割引プランの利用者に対
して，当事業に参画する店舗で利
用できる地域クーポンを発行 
上限 平日：３千円／人， 

休日：１千円／人 

当事業の割引プランの利用者に対
して，当事業に参画する店舗で利用
できる地域クーポンを発行 
※原則として電子クーポン
上限 平日：2 千円／人， 

休日：１千円／人 
利 用 条 件 居住地の確認やワクチン３回接種済証や PCR 検査等の陰性確認 
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６ 会員サービス 

(1)目的

会員へ必要な観光関連情報を収集、共有する。

(2)実施内容

① 会員等と意見交換の実施
連盟の方針や取組み状況等について、会員以外の名刺交換・意見交換を行

った企業等への挨拶状の送付など、様々な機会、ツールを活用し広く会員等
へ周知、意見交換等を行った。 
② 会員情報提供等事業

国・県等からの観光関連情報や、会員が情報発信を希望するイベント情報
や公募情報等について、会員に情報提供した。 
③ 観光関連団体等会議出席

市町及び観光関係団体が行う観光計画策定に関する会議等に参加し、意
見交換や情報交換を行い、観光振興事業について支援した。 

④ 観光事業等の後援・協賛
後援・協賛を通じて、観光関係団体が行う観光振興事業について支援した。 
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７ 管理費 

～組織力の強化 

(1)目的

運営経費等の他、人材育成や評価制度や働き方改革等を推進し、組織目標達
成に向けた環境整備等を行う。

(2)実施内容

【能力開発】 
・目標申告、評価制度の導入
・人材育成研修 等 

【外向きの時間創出】 
・オフィス環境の整備
・働き方改革
・ルール、仕組みの整備

(3)主な成果

【能力開発】 
○ 個々のミッションの達成と組織目標への貢献度を人事評価に反映させる
ための目標管理制度を導入・運用した。

○ 職員の役割に応じたビジネススキルの向上や自己啓発のための研修を実
施した。

【外向きの時間創出】 
○ より効率的な働き方を促進するため、会計システムの導入など職場の IT
化を推進した。
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